
　

昨
年
の
最
大
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
は
、

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が

決
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。
滝
川
ク
リ
ス
テ
ル

さ
ん
の
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
は
流
行

語
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
前
の
昭
和
三
十
九

年
（
一
九
六
四
年
）、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
ま
だ
高
校
生
で
し

た
が
、
円
谷
幸
吉
選
手
の
マ
ラ
ソ
ン
銅
メ
ダ
ル

や
、「
は
だ
し
の
ア
ベ
ベ
」
が
金
メ
ダ
ル
を
取
っ

た
こ
と
な
ど
、
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

同
じ
年
、
東
海
道
新
幹
線
が
誕
生
し
ま
し

た
。
十
月
一
日
、
東
京
を
一
番
列
車
が
発
車
、

最
高
時
速
二
〇
〇
㎞
で
東
京
―
新
大
阪
間
を

「
ひ
か
り
号
」
が
四
時
間
、「
こ
だ
ま
号
」
が

五
時
間
で
走
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た
今
年
が

ち
ょ
う
ど
五
十
年
目
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、

大
阪
か
ら
東
京
に
出
張
す
る
に
は
、
夜
十
時

過
ぎ
の
夜
行
列
車
で
大
阪
を
出
発
、
翌
朝
六

時
ご
ろ
に
東
京
に
つ
き
、
朝
食
を
食
べ
な
が

ら
会
社
が
開
く
ま
で
の
時
間
を
つ
ぶ
す
の
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
定
番
で
し
た
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
新
幹
線
誕
生
を
バ
ネ
に
、
日
本

は
、
一
気
に
高
度
経
済
成
長
期
へ
と
突
入
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、そ
の
新
幹
線
で
す
が
、そ
の
萌
芽
は
、

実
は
戦
前
の
「
満
州
帝
国
」
に
あ
っ
た
、
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
満
州
事
変
等
を
機
に
日
本
は

大
陸
に
進
出
、
昭
和
七
年
、
中
国
東
北
部
に

「
満
州
帝
国
」
を
建
国
し
ま
し
た
。
満
州
帝
国

の
是
非
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
そ
の
満
州

国
で
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）、
満
鉄
の

大
連
―
新
京
間
を
結
ぶ
超
特
急
列
車
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
名
は
「
あ
じ
あ
号
」。
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
八
十
年
前
の
こ
と
で
す
。
当
時
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
ア
ジ
ア
も
、
第
二
次
世
界
大

戦
を
前
に
、
き
な
臭
い
戦
時
的
な
状
況
に
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
関
東
軍
は
、
人
を
運
ぶ
だ

け
で
な
く
軍
事
物
資
な
ど
を
高
速
で
運
ぶ
「
弾

丸
列
車
」
の
創
設
を
期
待
し
て
い
た
の
で
す
。

　

あ
じ
あ
号
は
、
最
高
速
度
一
二
〇
㎞
、
新

京
―
大
連
間
七
〇
一
㎞
を
八
時
間
三
十
分
で

走
り
ぬ
け
ま
し
た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ン
ド
ン 

― 

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
間
に
運
転
し
て

い
た
特
急
列
車
「
フ
ラ
イ
ン
グ
・
ス
コ
ッ
ツ

マ
ン
」
が
、
蒸
気
機
関
車
で
し
た
が
最
高
時

速
一
六
〇
㎞
以
上
で
走
る
な
ど
の
例
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
世
界
最
高
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
国
内
を
走
る
国

鉄
の
特
急
列
車
よ
り
時
速
一
四
㎞
も
早
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
流
線
型
で
、
客
車
の
設
備

を
最
新
式
、
全
客
車
が
密
閉
式
の
二
重
窓
で
、

空
調
設
備
が
付
き
、
室
温
は
年
中
快
適
に
保

た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
じ
あ
号
を
実
現
さ
せ
た
の
は
、
満

鉄
の
理
事 

十
河
信
二
、
後
の
第
四
代
国
鉄
総

裁
で
し
た
。
国
内
の
鉄
道
が
時
速
一
〇
〇
㎞

前
後
に
と
ど
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な

高
速
鉄
道
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、
国
内

の
線
路
の
レ
ー
ル
間
の
幅
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

鉄
道
よ
り
狭
い
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
に
は
、
レ
ー
ル
の
幅
の
広
さ
に
よ
り
、

狭
軌
（
レ
ー
ル
の
幅
が
一
〇
六
七
㎜
）、
標
準

軌
（
一
四
三
五
㎜
）、
広
軌
（
一
五
二
四
㎜
）

の
三
段
階
が
あ
り
ま
す
。
満
鉄
は
そ
の
「
標

準
軌
」
で
線
路
が
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

鉄
道
院
の
初
代
総
裁
を
務
め
た
後
藤
新
平
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
及
し
て
い
る
標
準
軌
の
日

本
で
の
敷
設
を
目
指
し
ま
し
た
が
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
せ
っ
か
く
の
弾
丸
列
車
の
実
現
で

し
た
が
、
敗
戦
と
と
も
に
、
全
て
は
無
に
帰

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
戦
争
が
終
わ
り
、
復

員
し
た
十
河
は
国
鉄
に
戻
り
、
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
年
）、
七
十
一
歳
で
第
四
代
総
裁

に
就
任
し
ま
す
。
そ
し
て
、
満
鉄
の
弾
丸
列

車
「
あ
じ
あ
号
」
を
こ
の
日
本
で
復
活
さ
せ

る
、
と
考
え
ま
す
。
十
河
は
、
国
内
の
狭
軌

道
と
は
全
く
別
ル
ー
ト
で
、
わ
き
目
も
振
ら

ず
に
新
た
な
標
準
軌
の
敷
設
に
邁
進
し
、
つ

い
に
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）、
日
本

を
世
界
第
二
の
経
済
大
国
に
押
し
上
げ
る
機

動
力
と
な
っ
た
「
新
幹
線
」、
当
時
、
世
界
一

の
最
高
速
度
時
速
二
一
〇
㎞
で
突
っ
走
る
“
弾

丸
列
車
”
を
実
現
さ
せ
た
の
で
す
。

　

今
、
日
本
で
は
、
東
京
―
名
古
屋
間
に
超

電
動
リ
ニ
ア
に
よ
る
中
央
リ
ニ
ア
新
幹
線
を

二
〇
二
七
年
ま
で
に
創
設
す
る
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
有
人
に
よ
る

試
験
走
行
で
日
本
の
リ
ニ
ア
は
世
界
最
高
の

時
速
五
八
一
㎞
、
羽
を
付
け
た
ら
空
を
飛
ぶ

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

二
〇
二
七
年
、
リ
ニ
ア
実
現
。
ス
ポ
ー
ツ
と

科
学
が
日
本
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
高
齢

化
社
会
を
、元
気
で
、夢
あ
る“
長
寿
社
会
”に
。

政
治
家
も
う
か
う
か
し
て
は
お
れ
ま
せ
ん
。

参
議
院
議
員

客
員
相
談
役

藤
井
基
之

あ
じ
あ
号
か
ら
新
幹
線
へ

藤
ふじ

井
い

　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　2 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心し
て暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿
社会を創るために何が必要か、を政治活動の根
底においています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして
明日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全
確保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、
薬事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法
改正、国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員（１期目）
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問
平成 22 年　参議院議員（２期目）
平成 23 年　参議院政府開発援助等に関する
　　　　　　特別委員会 委員長

●その他
慶應義塾大学薬学部　客員教授
昭和大学薬学部　　　客員教授
東邦大学薬学部　　　客員教授
新潟薬科大学　　　　客員教授
京都薬科大学　　　　客員教授
近畿大学薬学部　　　客員教授
千葉大学薬学部　　　非常勤講師
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